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【はじめに】当院では、18 才未満の吃音相談は言語新患外来、18 才以上は成人吃音外来におい

て医師が診察・診断、言語聴覚士が評価・訓練を実施している。両外来共に、予約開始から数日

で埋まる状況が続く、国内の遠方から来院する患者がいるなど、当院への吃音臨床のニーズは極

めて高い。成人吃音の動向については、「成人吃音相談外来の開設と経過」（餅田ら、第 28 回業

績発表会、2011）において報告されていた。今回、平成 26 年度に吃音を主訴に当院を受診した

小児・成人両者について現状の傾向を分析し、今後どのようなニーズに応えていく必要があるか

を検討したので報告する。 

【方法】平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日の間に、吃音を主訴に言語新患外来、成人

吃音外来を受診した患者について、年齢、性別、居住地など、基本情報の傾向を分析した。 

【結果】①吃音を主訴に当院外来を受診した患者の総数は、言語新患外来で 54 名（男性 38 名、

女性 16 名）、成人吃音外来で 55 名（男性 45 名、女性 10 名）の合計 109 名（男性 83 名、女性

26 名）であった。②初診時の年齢は最年少 3 歳 2 ヶ月、最年長 64 歳であった。年齢層は、言語

新患外来においては就学前が全体の 55.6%(30 名)と最も多く、以下中高生が 25.9%（14 名）、小

学生が 18.5%（10 名）であった。成人吃音外来では 10・20 代が全体の 49%(27 名)と最も多く、

以下 30 代 31%(17 名)、40 代 10.9%(6 名)、50 代 7.2%（4 名）、60 代 1.8%(1 名)であった。③居

住地は、言語新患外来では埼玉県が 51.8%（28 名）と最も多かった。成人吃音外来では東京都が

34.5%（19 名）と最も多く、次いで埼玉県が 32.7%(18 名)で、その他北海道・大阪府等 11 道府

県からの来院があった。 

【考察】特徴として、1）幼児期から学齢期、成人まで全ての年齢層の受診があった。2）年齢層

で見ると、言語新患外来においては、小学生に比べ中高生の割合が高かった。また成人吃音外来

でも、10・20 代の若年層が全体の半数を占めた。小学生は、全国的に設置されている通級指導学

級で、相談・訓練対応が可能な場合が多いが、中学校には吃音を対象とする通級指導学級は殆ど

なく、高校に至っては未設置である。このような現状が中高生の受診割合が高い背景にあると考

えられ、当院がこれらのニーズに応えていく必要があると考えられた。3）言語新患外来では、

近隣の市町村からの受診が大きな割合を占めていたが、成人吃音外来では遠方の地域からの受診

者も多かった。前回報告時でもこの点は指摘されていたが、依然として全国的に成人吃音の相談

機関が不足していることが推察される。今後、全国的に成人吃音の相談が可能となるよう、引き

続き当センターから、吃音の臨床・研究・教育、情報発信の役割を果たしていく必要がある。 


